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Classifing terms used in Taoist charms appearing in“Dao-fa Hui-yuan”
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抄録
本研究科では，道教資料の１つである『道法會元』に含まれる符を対象とし，画像とテキストデー

タによるデータベースの作成を行ってきた。また，そのデータを使用した分析システムとして，符
を構成する要素であるパーツに対する分析システムなど，様々な分析方法の提案が行われてきてい
る。しかし，パーツ分析を行うためには，パーツとそれに付与されている説明文の関係について，
整理を行うことが必要であると考えられる。
これまで作成されてきた『道法會元』データベースでは，データの一部のみが扱われていたため，

『道法會元』研究として，作成された分析システムを活用することはできない状況であった。そこ
で本研究では『道法會元』の巻56以降に含まれる全ての符とパーツ、およびそれに与えられた説
明文についてデータを作成した上で，新たにパーツの分類を行った。そしてその分類に基づき新た
な方式でパーツコードを与え分類表を作成した。さらに，多く出現するパーツについて，その意味
との関連を考慮に入れた上で，分布の特徴と傾向とを分析し，それらと呪術の宗派との関連につい
て考察した。

Abstract
The database of the image and related text of Taoist charms(Fu), which appear in the Taoist ritual

book“Dao-fa hui-yuan”, has been built to help researchers in this college. And many analysis tool has
been built up, for example, analysis system of “Parts”, which is component of charms. However, if
researchers want to use these tools, they are not useful unless the relation of the forms and the mean-
ings of“Parts”, which is given to each“Parts”in analysis style charms, are arranged definitly.
The former database didn’t contain all“Fu”and“Parts”of“Dao-fa Hui-yuan”. Therefore, analy-

sis tools couldn’t use for research of“Dao-fa hui-yuan” . So, in this study, we created“Fu”and“Parts”
data which appear in“Dao-fa Hui-yuan”after volume 56, and created a classified list of“Parts”. Af-
ter that, we made analysis about the tendency of distributions of “Parts”, taking the relations of
“Parts”and their meanings into consideration, and considered the relations of the tendency of distri-
butions to Taoist sects.
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１．はじめに

近年，図書館や博物館・美術館など，様々な機関が所
蔵している貴重資料に関して，画像データを含むデータ
ベースの作成が行われている。また，国文学資料館の
「史料情報共有化システム」の開発のように，様々な機関
によって作成されたデータベースを，一括して検索する
ことを可能とするための研究等も行われてきており，作
成されたデータベースの活用方法も考えられてきている
［1］。資料をデータベース化することは，資料へのアク
セスを容易にするとともに，データベースを使用した新
たな研究への可能性を開くことも可能にすると言える．
本研究科では道教文献である『道法會元』に含まれる符

を対象として，画像とテキストデータによるデータベー
スを作成するとともに，『道法會元』中の符や，符を構成
する要素であるパーツに対する分析方法が提案され，実
際にいくつかの分析システムの作成が行われてきた。
しかし従来作成されてきた『道法會元』データベースで

は，『道法會元』に含まれるデータの一部のみが扱われて
いたため，考案された分析システムを，『道法會元』全体
の研究のために活用することはできない状況であった。
本研究では，まず『道法會元』の巻56以降に含まれる全て
の符についてデータを作成した。これによって，考案さ
れた分析システムを『道法會元』全体の研究に活用するこ
とが可能になる。さらにパーツに関する計量的分析を行
うためには，パーツについて整理を行い，パーツの形に
注目した分類を行うとともに，パーツに与えられた意味
の違いについても整理を進めて，そのデータを付与する
必要がある。本研究では，従来一部を対象として行われ
てきたパーツの整理を『道法會元』全体に及ぼし，改めて
パーツの分類を行った。そして分類ごとに多く出現する
パーツについて，それに与えられた説明文の整理と，
パーツ間の意味の関連について整理を行い，その成果を
データベースに反映させた。これによって『道法會元』全
体の符・パーツに，分析システムを適用することが可能
となる。そしてその整理作業に関連して，符・パーツの
形およびパーツの形と意味との関連に注目して，その出
現傾向に対して分析を行った。この作業は，それ自体
が，符に注目した呪術の宗派の解明に道を開くととも
に，パーツに注目した計量的分析の基礎を据える意義を
持つと考えられる。

　

２．『道法會元』とそのデータベース化

2.1 『道法會元』とは

本研究で対象資料とした『道法會元』について説明す
る。
『道法會元』とは，中国道教の経典である『正統道藏』に
収録されている道教の儀礼書である。『道法會元』は『正
統道藏』の中でも全268巻の分量を擁する大部の経典であ
り，雷法を中心とした諸派の道教呪術に関する集大成と
なっている。この雷法とは雷の力を呪力の源泉とし，雷
部に属する神將や神兵を使役して，駆邪や治病または祈
雨などの目的を達成する呪術である［2］。
雷法の文献には呪術の理論を説いた文献と呪術を伝え

る文献がある。呪術を伝える個々の文献の構成として
は，まずその呪術の由来を記した序文が載せられ，次に
その呪術の守護神となっている神名が「主法」として挙げ
られ，使役する神將名が「將班」として列挙される.そして
目的に沿った瞑想方法・符・呪文等が記述される形式と
なっているものが多い.『道法會元』にも，この理論を説い
た文献と呪術を伝える文献の両方が存在している［6］。
『道法會元』のデータベース化で対象とするのは後者の呪
術を伝える文献である。
図2-1に『道法會元』のページ構成の例を挙げる。この

図2-1　『道法會元』のページ構成
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図にあるように，そこには符などの図と呪文などの文章
が混在しているという特徴がある。ページは，『道法會
元』の巻の所在情報を示した「場所」，符や儀式の形式等
を描いた「図」，図の効力や図を使用する際の呪文，神將
名などが記述される「関連テキスト」から構成されてい
る。
この『道法會元』中には様々な種類の図が存在している

が，『道法會元』データベースでは，「符」に関係したデー
タを中心としている。『道法會元』中に出現する符には，
符を１つのまとまった形で記述した聚形符と，符を構成
要素ごとに分け，それぞれに説明文が付与されている散
形符の２つの形式があり，聚形符のみが記述されている
符，聚形符と散形符の両方が記述されている符，散形符
のみが記述されている符の３種類が存在している。同じ
符の聚形符と散形符を図2-2に示している。
次に，散形符について説明を行う。散形符は図2-2に

示すように，符を構成要素ごとに分けた図柄（ここでは
パーツと呼ぶ）の部分と，そのパーツによって示される
内容を記述した「説明文」の部分から構成される。この
パーツは同じあるいは類似した形が複数の散形符に出現
することがある。その場合，散形符ごとに出現するパー
ツに説明文が付与されるが，同じ形であっても異なる意
味の説明文が付与されることがある。

2.2 『道法會元』のデータベース化

『道法會元』のデータベース化については，宇陀・松本
両研究室の共同で行われ，林宏美によって報告がなされ
ている［3］。 1923～26年にかけて北京の白雲観に所蔵さ
れていた「道蔵」を上海の涵芬樓が影印刊行し，さらにそ
れを台湾の新文豊出版公司が再び影印刊行したが，デー
タベースの作成においては，この版本を底本とし，ペー
ジごとおよび図単位での画像ファイルの作成を行ってい
る。八十田らは，符を構成する個々のパーツについて，

パーツIDを付与し，また類似している形状のパーツには
同一のパーツコードを付与した。これによってパーツ単
位での検索が可能となった［4］。
またこのデータベースを対象とした分析機能について

は，為沢らによる符名の文字列分析，八十田らによる散
形符のパーツの共起関係分析，馮によるパーツ関連度の
可視化等の機能が作成されてきている［5］［6］。
以上に述べたように，先行研究において，『道法會元』

を対象として様々な分析方法の検討が行われてきている
が，計量的な分析機能の作成が中心であり，意味の面か
らの研究は今後の課題となっている。

３．パーツデータの入力と分類

3.1 パーツコード付与に関する問題

これまで『道法會元』データベースのパーツ分析は，八
十田の作成した巻165第13から巻263第16に掲載されてい
る150枚の散形符，1023のパーツのデータを対象として
行われてきた。しかし，このような様々な分析機能を実
際に活用するためには，『道法會元』に含まれる符全体を
入力し，それらを対象として分析を進める必要がある。
そこで，今回巻1-55は散形符の掲載がないため対象外と
し，巻56以降に含まれる聚形符・散形符について，画像
データの作成および，散形符のパーツに付与されている
説明文の入力作業を行った。この作業により，2143の聚
形符，500の散形符，4458のパーツデータが作成され
た。
次にこれらのパーツデータを対象に，従来考案されて

きた分析方法を適用するには，パーツ分類を行う必要が
ある。たとえば八十田のパーツ分析では，2.2で述べた
八十田の作成したパーツコードが用いられてきた。しか
し，この八十田が作成したパーツコードは，その時点で
作成されていた，巻165から巻263の散形符に含まれる
パーツを対象として分類を行い，出現回数の多い種類の
パーツから，順に「nuw001」，「nuw002」というように
パーツコードを与えたものであり，『道法會元』全体の
パーツデータを対象として考案されたものではなかっ
た。新たに付け加えられたパーツデータに対して，八十
田の方法に基づいてパーツコードを付与する際には、次
のような問題点が生じると考えられる。
まず，近い形のパーツであっても，離れたパーツコー

ド（分類）を付与されているものがあり，このことは新た
なパーツに対してパーツコードを付与する際に，問題と
なってくる。八十田の分類において，近い形であっても
別のパーツコードが付与されている例を表3-1に示す。

図2-2　「破地脉符」聚形符と散形符
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表3-1には同じ「鬼」という漢字を使用したパーツを示して
いる。しかし，それに対して八十田の分類では
「nuw279」「nuw327」「nuw332」の３つの離れたパーツコー
ドが付与されており，同じ「鬼」という漢字を使用した
パーツが，他に出現した場合にどのパーツコードを付与
するかで混乱が生じる。また，八十田や馮により行われ
た共起関係の分析では，同じ漢字を使用したパーツに，
別のパーツコードが付与されていると，類似した形の
パーツが分散してしまうという不都合が生じる。
また漢字を使用したパーツ以外でも，類似した形に

様々なパーツコードが付与されているものがあり，新た
なパーツに対して分類を行う際に混乱が起きると考えら
れるものがある。さらに類似した形のパーツを検索する
際や、あるいは計量的分析を進める際にも問題が生じる
と考えられる。
八十田のパーツコードを利用するには，以上のような

問題があると考えられるため，新たにパーツデータの分
類を行い、改めてパーツコードを付与することとした。

3.2 パーツコード付与に使用する分類表の作成

まずパーツ分類に当たっての分類基準について述べ
る。
図3-1にパーツ分類を行った際の手順を示している。

パーツは１つの要素から構成されているパーツと，複数
の要素の組み合わせにより構成されているパーツに分け
ることが出来る。そこで，第１段階としてパーツを構成
する要素の数により分類を行う。次にパーツを構成して
いる要素の種類を図像と文字とに分けることが出来ると
考え，構成要素の種類により分類を行う。パーツコード
はまず構成要素の数では１つの要素に「s」，複数に「p」を
付与，構成要素の種類では図像に「f」を，文字に「c」を，
二つの組み合わせに「m」を付与し，その下の分類につい
ては６桁の数字で表すものとした。

作成した分類表の一部分を，例として表3-2に示す。
表には１つの要素・図表により構成されるパーツ（sf）の
分類表の一部を示している。例えば一行目の図像と同じ
パーツの場合sf010301というパーツコードが振られる。
コードの1番目の01は抽象的な図形によって構成される
図形であることを，２番目の03は円が３つあることを表
し，３番目の01はシーケンス番号である。

3.2.1　構成要素の数による分類

図3-1に示した分類手順に従って説明していく。ま
ず，散形符を構成するパーツは，１つの要素で構成され
ているものと，複数の要素で構成されているものとに分
けることが出来る。図3-2に１つの要素で構成されてい
るパーツと，複数の要素で構成されているパーツの例を
挙げる。右の複数の要素で構成されているパーツは，大
きく３つの要素から構成されていると考えることが出来
る。まず，上の３つの円と直線から構成される要素は，
左に示した１つの要素で構成されるパーツと同じ要素で
あると言える。また，その要素に付属する形で「上台
中　下」の字が記載されており，その下に「翼星田」の字
が大きく記載され，これも一つの要素となっている。こ
のように複数の要素で構成されているパーツと，１つの

表3-1　「鬼」字を使用したパーツの例

図3-1　分類手順

表3-2　パーツ分類表（部分）
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要素で構成されているパーツとは，初期の段階で区別を
行う必要があると考え，第１段階として分類を行った。

3.2.2　構成要素の種類による分類

パーツの構成要素の数による分類の後，パーツを構成
している要素の種類によって分類を行った。パーツを構
成している要素は，「敕」などの漢字を基にした要素とそ
の他の図像の要素に分けることが出来る。そこで，１つ
の要素により構成されているパーツと，複数の要素によ
り構成されているパーツを構成要素の種類により，それ
ぞれ分類を行った。それぞれの分類について説明を行
う。
①１つの要素で文字から構成されるパーツ
この分類については漢字辞典を参考とし，漢字の部首

画数により分類を行うものとした。また同じ漢字であっ
ても異体字や崩しの異なる漢字などがあるが，これらに
ついては同じパーツコードとし，崩しなどの違いは無視
することとした。これは意味の面でも異体字や崩しの差
異による意味の差がほとんどないと判断したためであ
る。表3-3に１つの要素で文字から構成されるパーツの
例を示している。パーツコードの付与についてsc030106
を例に説明する。この分類の中でのパーツコードの付与
では，漢字の部首の画数，その画数の中での部首番号，
その部首の中での漢字の番号をそれぞれ２桁の数字で表

すものとしている。そのため，sc030106では３画の部首
の内１番目の部首の６番目の漢字となる。この番号の付
与では，同じ漢字部首のものが近いパーツコードとな
り，またパーツコードの追加が容易となると考えられ
る。
②１つの要素で図像から構成されるパーツ
この分類には，円形や線などにより構成される単純な

図像，頭や体などの具象的な図像の他，漢字が分解され
て複数のパーツとして記述されている図像もこの分類と
した。
この分類では図像をその種類により，円形や線などに

より構成される単純な図像，頭や体などの具象的な図
像，漢字が分解されて複数のパーツとして記述されてい
る図像の３つに大きく分類し，それぞれについて細分化
し分類を行った。
まず，抽象的な図像についてはDoreのパーツの意味

づけを参考として分類を行った［7］。すなわち抽象的な
図像のうち特徴的な部分に注目して分類を行った。図3-3
に抽象的な図像パーツの例を挙げている。抽象的なパー
ツは大きく４つに分けられる。図3-3に示した３つの
パーツ群とそれに当てはまらないその他のパーツ群であ
る。左に挙げたパーツ群では円の数の変化により，中央
に挙げたパーツ群では曲線の曲がる回数により，右に挙
げたパーツ群では線のねじりの回数によりパーツコード
を分けるものとなっている。
次に具象的なパーツには，頭や腕などの体の部分や劍

などの持ち物等が分類される。この分類は体の部位によ
り分類を行った。図3-4にこの分類に属するパーツの例
を挙げる。この分類は，頭に関するパーツ，腕に関する
パーツ，胴体に関するパーツ，足に関するパーツ，劍等
の持ち物に関するパーツに分けることができる。また
図3-4にsf020101のパーツコードを付与した２つのパーツ
を挙げているが，このようにこの分類に属するパーツに
ついては，形の類似が余りみられないパーツについて
も，同じ部位を表しているパーツについては同じ分類と
した。
これはパーツの共起分析などの際に，パーツ分類が細

分化しすぎると問題が生じると考えられるためである。
次に漢字が分解されて複数のパーツとして記載されて

いる図像の分類について説明する。図3-5に例を示して
いる。図3-5の陽木郎符は，聚形符において「勅」の字を示
している部分が，散形符では左に挙げている２つのパー
ツに分解されている。これらの漢字が分解されて記載さ
れているパーツについては，パーツの画数による分類を
行うと共に，パーツの補足情報としてそのパーツが何の

図3-2　構成要素の数による分類

表3-3　１つの要素・文字から構成されるパーツ
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漢字の部分であるのかを記述している。また，漢字が分
解されているパーツについては，第４章で述べる関連す
るパーツコードの分析において，元の漢字との関連付け
を行っている。

③複数の要素で文字から構成されるパーツ
複数の要素で文字から構成されているパーツには，

「 燮」や「張 」など神將等の名称の文字列，「 令」「収
鬼」などの行動等を指し示す文字列，「火火火」などの同
じ文字を繰り返している文字列等がある。この分類につ
いては，使用している文字の数，頭文字の部首を基準と
して分類を行った。
④複数の要素で図像から構成されるパーツ
この分類に属するパーツは少なく，また共通するパー

ツもほぼない。そのため，この分類では構成要素の数を
基準として分類を行った。
⑤複数の要素で文字と図像から構成されるパーツ
この分類では，１つの文字と１つの図像が組み合わ

さったパーツの他，「雷令」のような文字列に図像が組み
合わさったパーツ等が存在している。この分類ではパー
ツの構成要素の数と文字の数とを組み合わせることに
よって分類を行った。

3.3 パーツ分類表の意義

以上で述べてきた分類表の作成及び分類作業により，
作成された総てのパーツデータに対して分類を行い，総
てのパーツデータについて，その構成要素ごとに分析を
行うことが可能となった。また，全てのパーツデータの
分類が行われたことで，従来の一部のみのデータを使用
した分析でなく，『道法會元』に含まれる散形符全体に対
して分析を進めることが可能となる。その他，今後研究
が進められる予定の符の構造分析に，このデータを利用
していくことが可能であると考えられる。
今回の分類では，八十田の分類を利用する際の問題点

として挙げた，同じ漢字を使用したパーツの分類，類似
したパーツの分類の問題を解決していると考えられる。
この分類では，同じ漢字を使用したパーツについては同
じパーツコードを付与したため，漢字を使用している
パーツについては，漢字ごとの意味の比較などが容易に
なる。また，類似したパーツに対して，近いパーツコー
ドを付与するようにしたため，形の類似からの検索が容
易となると考えられる。またパーツの分析を行う際に
も，類似したパーツに近いパーツコードが付与されてい
ることで，類似したパーツの比較などが容易になると考
えられる。

４．構成要素ごとの分析

4.1 『道法會元』の呪術の宗派について

以下の分析においては，『道法會元』に収められた呪術

図3-3　１つの要素・図像から構成されるパーツ（抽象）

図3-4　１つの要素・図像から構成されるパーツ（具象）

図3-5：1つの要素・図像から構成されるパーツ(部品)
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を伝えた宗派の違いについて言及することがあるので，
ここで呪術の宗派についての研究についてふれておきた
い。初めにこの問題について言及したのは松本であり，
彼は呪術を伝えた祖師の名や登場する神將名に注目し
て，清微派，火師派，新神霄派という区分を行ったが，
かなり大まかな分類といえる［8］。また二階堂は登場す
る神將に注目して，収められた呪術すべてに渡って出現
する神將を詳しく検討し，清微系，神霄系，神霄系諸
派，天心系， 都・地祇系などの区分を行った［9］。ま
た李遠国は，呪術の序文などを根拠として，成立時代別
に，個々の呪術の由来や伝授などを詳しく論じている。
両者とも呪術相互の関係については詳細に論じている
が，呪術の系統については論じていない［10］。
このように呪術の宗派やその系統についての議論は，

今後の課題として残されている部分が大きい。

4.2 パーツ全体に対する分析

本研究で作成した『道法會元』の符とパーツのデータに
ついて，全体の出現傾向を述べる。
図4-1に10巻毎に区切った聚形符と散形符の出現回数

のグラフを示している。このグラフから分かるように聚
形符と散形符の出現する巻には偏りがみられることが分
かる。第１章で述べたように，呪術の理論を説いた文献
と呪術を伝える文献が存在しているため，理論を説いた
文献が続いている部分で，両者の符の出現回数が少なく
なっていると言える。
『道法會元』では，呪術の理論を説いた文献と呪術を伝
える文献が交互に出現しており，呪術の理論が続く部分
の前と後とでは，符および呪術の内容にも区切りがある
と考えることが出来る。
この聚形符の出現回数から，巻66-75，巻126-135，巻

176-185，巻206-215，巻246-255の部分で出現回数が少な
くなっていることが読み取れ，ここに何らかの区切りが
あるのではないかと推測出来る。
また，図4-2に同じく10巻毎に区切った聚形符と散形

符の出現割合のグラフを示している。散形符の出現数は
聚形符の出現数と連動する部分が大きいが，散形符の出
現割合に特徴がみられる部分も存在していることが分か
る。
まず，巻66-75では聚形符の出現回数も低く散形符は

出現しない。次に，巻96-105，巻106-115，巻136-145，
巻186-195，巻196-205では聚形符の出現数はどれも100以
上と多いが散形符の出現数が少なく，巻に出現する符に
占める散形符の割合は10%以下となっていることが分か
る。一方，巻76-85，巻156-165，巻226-235，巻256-265，

図4-1　聚形符・散形符の出現回数

図4-2　聚形符・散形符の出現割合

巻266-268は巻に出現する符に占める散形符の割合が30%
以上となっているものである。このような出現割合も，
従来は試みられてこなかった，符の特徴に基づく呪術の
宗派分析を試みるための，手がかりとすることができる
のではなかろうか。
次にパーツコードの分布について述べる。図4-3に10

巻毎に区切ったパーツ分類ごとの出現割合のグラフを示
している。まず１つの図像から構成されるパーツは全体
のパーツ数の約63％を占めているが，巻126-135と巻246-
255に占める割合は，それぞれ44％と40％であり，他の
巻と比較して少ないことが分かる。一方，巻136-145と
巻266-268では86％を占めており，特に割合が高いこと
が分かる。次に1つの文字から構成されるパーツは全体
のパーツ数の約24％を占めているが，巻136-145に占め
る割合が３％と他の巻と比較して極端に少ないことが分
かる。また，巻176-185と巻246-255ではそれぞれ44％と
40％を占めており，他の巻と比較して特に多いことが分
かる。このグラフから分かるように巻ごとにそれぞれの
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図4-3　パーツコードの分布

パーツ区分の占める割合は異なっており，パーツ使用に
呪術による違いが表れていると考えることが出来よう。
使用されているパーツの種類について，第１章で述べ

た松本の符の系統の分類に従って［8］，それぞれのパー
ツ分類に属するパーツ数の割合を出したものを表4-1に
挙げる。松本の分類による清微派に属する符では，散形
符が一切存在せず，今回は入力の対象としていない。そ
れぞれの割合を見てみると，新神霄派に属する巻のパー
ツごとの割合では，文字を使用したパーツ（sc）に属する
パーツ数の割合が，他の符の系統と比較して多いことが
分かる。また図像パーツ（sf）に属するパーツ数の割合
が，新神霄派の巻ではその前の巻154-197と比較して10
％低いことが分かる。このことからも，松本の呪術の宗
派の分類に従って分析した場合，使用されるパーツの種
類にもその特徴が現れていると言える。
また，１つの散形符に使用されているパーツの数は，

全体の平均では9.13個となっているが，巻76-85では平均
13.86個のパーツ数となっている一方で，巻186-195では
平均5.3個のパーツ数となっており，１つの散形符に使
用されるパーツ数についても偏りがみられると言える。
またこの平均のパーツ数については，火師派の平均パー
ツ数が10.80であるのに対し，巻154-197では平均パーツ

数が8.06個，新神霄派の平均パーツ数が8.63個となって
おり，火師派とそれ以降の部分では平均パーツ数に差が
あると言える。このようにパーツの分布の特徴を計量的
に分析することによっても、呪術の宗派に関する研究に
一石を投ずることができることを示せたのではないかと
考える。

4.3 頻出するパーツの分析

4.3.1　文字パーツ

１つの文字から構成されるパーツで，頻出するものに
ついて意味の整理と分析を行う。１つの文字から構成さ
れるパーツ数は1103件で全てのパーツの約24％に当た
る。この分類では223種類のパーツコードが作成され
た。この内出現回数順に上位５種類のパーツを表4-2に
挙げる。ここに挙げているパーツに使用されている字は
出現回数順に「 」「火」「田」「 」「鬼」となっている。この
内，上位３つのパーツについて，パーツの意味とパーツ
の出現する巻の分布を分析する。

表4-1　松本の符の系統ごとのパーツ割合

表4-2　文字パーツの出現回数

①sc021302の意味と分布
文字パーツで最も出現回数が多いのがこの「 」を使用

したパーツである。この種類のパーツが全てのパーツ数
に占める割合は約４％となっている。パーツの出現回数
について10巻毎に区切って見ると，このパーツの出現回
数は巻166-175，巻216-225，巻226-235で特に多いが出現
割合としては低く，巻186-195，巻246-255で出現割合が
高いことが分かる。また，巻100以前では出現回数が24
回と低いが，巻200以降では出現回数が84回となってお
り，松本のいう新神霄派，二階堂の天心・ 都・地祇系
の法術に属する部分で多く出現していると言える。
次に，このパーツが持つ意味について説明する。この

パーツでは「玉清帝敕」のように神名＋ のような形をと
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る説明文，「上帝有敕掃蕩九州」が「上帝の で九州を掃
蕩する」という意味を持つように神名＋行う事という形
をとる説明文，「呑魔食鬼濟世安民」が「呑魔食鬼し世を
濟い民を安ずる」という意味を持つように，説明文に
「 」という字が含まれず，命令の内容のみを示している
説明文がある。この「 」を発するものとしては，「上帝」
「玉清」「玉皇」「三天」などがある。この「 」を発するもの
として，最も多く出現するのが21回出現する「玉皇」であ
る。次いで多く出現するのが15回出現する「三元・三
清・三天」であり，次に多いのが８回出現する「上帝」「玉
清」となる。これらは出現する巻に偏りがなく，広範囲
に分布しているものとなっている。一方，出現する巻が
限られているものもある。「玄天上帝」は巻130と巻154に
のみ出現しているものとなっている。また，「神霄真王」
は巻193から巻236にのみ出現している。また「 都大帝」
は巻262から巻268にのみ出現するものとなっている。ま
た巻200以降にのみ出現するものとして「殷郊」「高明大
帝」などがある。このような「 」を発する神で，出現す
る巻数が限られているものは，当該宗派に特徴的な神で
あると考えることが出来よう。
②sc042601「火」の意味と分布
このパーツが全てのパーツに占める割合は約２％と

なっている。出現回数を10巻毎に区切って見ると，この
パーツは巻106-125，巻166-175，巻226-235に多く出現す
るパーツであることが分かる。また，巻100以前にはほ
とんど出現せず，先に挙げた巻に偏って出現していると
言える。
次にパーツの持つ意味について説明する。このパーツ

は，「速降雷火」の「雷火を速降す」や「燒諸鬼神」の「諸鬼
神を燒く」のように「火」によって何かするというような
内容の説明文と，「天火」「丙丁大神」「甲子天火帝」のよう

な神名が説明文となっているもの，「 伯温火」のように
神將名＋火という形式の説明文の形式がある。説明文の
意味として最も多いものが「雷火」で22回出現している。
次に「天火」が12回出現，「地火」が５回出現となってい
る。その他多く出現するのが，巻124に出現する「火
車」，巻121に出現する「火輪神將」である。その他，巻

232以降のみに出現する神將名としては，「 伯温」「辛漢
臣」があり，これらの神將はそれ以前の巻にもよく登場
するので，理由は別に考察する必要がある。
③sc050701「田」の意味と分布
このパーツが全てのパーツに占める割合は約１％と

なっている。このパーツは巻156-175，巻216-225，巻
256-265に多く出現していることが分かる。また，出現
割合としては巻206-215が高いものとなっている。

次に，このパーツが持つ意味について説明する。この
パーツでは「開天門閉地 留人門塞鬼路穿鬼心破鬼肚」の
説明文が付与されているものが最も多くなっている。ま
たこの説明文に似た説明文として，「開天門闢地 留人
門通鬼路横金梁竪玉柱」のようなものも存在している。
これは「地戸を閉じる」が「地戸を闢く」に，「鬼路を塞ぐ」
が「鬼路を通す」に，「穿鬼心破鬼肚」が「横金梁竪玉柱」に
変わっているものである。これらは「天門・地 ・人
門・鬼路」に対する操作の部分が共通しているものであ
ると言える。また，その他の意味としては，「六訣」「開
至破六訣」のような説明文が付与されているものが次に
多くなっている。この「訣」が何を指すかは判然としない
が，「開閉留通六訣内改云開地戸」という説明文があり，
この「開閉留通」の部分は「開天門閉地 留人門通鬼路」を
指していると考えることができる。そのことからこの六
訣は，「天門・地 ・人門・鬼路・鬼心・鬼肚」あるいは
「天門・地 ・人門・鬼路・金梁・玉柱」に対する訣であ
ると考えることができる。また，この「田」については，
漢字を分解した図像パーツの一部としても存在している
ものがある。

4.3.2　図像パーツ

画像パーツは，第３章で述べたように，円形や線など
により構成される単純な図像，頭や体などの具象的な図
像の他，漢字が分解されて複数のパーツとして記述され
ている図像の３つに大きく分類される。分類作業の結
果，単純な図像には1720件，具象的な図像には375件，
漢字が分解されたパーツには731件のデータが分類され
た。この内出現回数順に上位５つのパーツを表4-3に挙
げる。この内，単純な図像，具象的な図像，漢字が分解
されたパーツの分類ごとに上位１つずつのパーツ，計３
件のパーツについて分析を行っていく。

表4-3　図像パーツの出現回数
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①sf030101の意味と分布
このパーツは漢字の部分を示すパーツである。この

パーツが全てのパーツに占める割合は約４％となってい
る。このパーツは巻236-245に多く分布していると言え
る。
次にこのパーツが持つ意味について説明する。この

パーツは漢字の部分を表すものであるが，具体的には
「三」「田」「鬼」「山」等の漢字，もしくは漢字の構成部分で
ある場合があり，それぞれの漢字により意味に違いがみ
られると言える。まず，「三」の構成部分では順に「上元」
「中元」「下元」の意味を表すもの，「都司主雷主者」「雨師
大神」「風伯大神」を意味するものなどがある。「田」の構
成部分のパーツでは，3.2.1で述べた「田」の意味である，
「開天門閉地 留人門塞鬼路穿鬼心破鬼肚」の「開天門」の
部分を表わす。「鬼」の部分のパーツでは，「開天門」や
「閉地 」など，「鬼」の意味である「開天門閉地 留人門
塞鬼路穿鬼心破鬼肚」を分解した意味や，「九天大將軍」
などの神將名を意味するものがある。また，「山」の部分
のパーツは，巻115では「真皇雷祖大帝」を表すものが多
く，その他「玉皇上帝」を表すものなどがあり，元の漢字
の意味と同じ意味を持つパーツが多いことが分かる。
②sf010101の意味と分布
単純な図像のパーツで出現回数が最も多いものは

sf010101のパーツである。このパーツが全てのパーツに
占める割合は約２％となっている。パーツの出現回数に
ついて10巻毎に区切って見ると，巻106-115，巻146-
175，巻216-235で出現回数が多くなっていることが分か
る。
次にこのパーツが持つ意味について説明する。この

パーツでは「圓光一罩萬鬼滅亡急奉紫微大帝 」「圓光一
罩萬鬼滅亡」のように，「圓光」が鬼を滅亡させるという
意味，「天圓地方」「天圓神君亥」のように「天圓」を意味す
るものなどがある。また図4-4に示すように１つの符に
このパーツが複数回出現するものがある。図4-4には「火
鈴符」に出現するsf010101のパーツに付与された説明文
を示している。このように１つの符に複数回出現するも
のの意味としては，それぞれ「天雷」「地雷」「風雷」「水雷」
「火雷」の五雷を意味するもの，方角を表すもの，「天火」
「地火」「星火」「日火」「月火」「風火」「水火」雷神を表すもの
等がある。１つの符に２回出現するものでは，「日宮太
陽帝君」「月府太陰皇君」を意味するものなどがある。意
味の分布については，「圓光」の意味は巻200以降に多く
出現しており，巻200以前では同じ符にこのパーツが複
数回出現するものが多いと言える。

図4-4　「火鈴符」に出現するsf010101のパーツ

③sf020402の意味と分布
このパーツは神將の足を表現しており，具象的な図像

のパーツでは最も多く出現し，全てのパーツに占める割
合は約２％となっている。このパーツは均等に分布して
いるが，巻100以前に比較的多く分布していると言え
る。
次にこのパーツが持つ意味について説明する。この

パーツは前脚と後脚の２つが組み合わせで出現している
ものが多くなっている。意味の面でも２つの足のパーツ
に付与された意味が対になっているものが多く，「白帝

雷公將軍」と「 帝雷公將軍」や，「前起風雷」と「後 起風
雲」のように，対として意味を捉えるべきものが多いと
考えられる。意味としては，「前 奔雷電」と「後 起風
雲」の「前 雷電を奔る」「後 風雲を起こす」のように，
前脚・後脚でそれぞれ雷電や風雲を起こすものが最も多

く，その他「後 火 滅妖精」のように妖精や魔等を滅ぼ
すもの，「左青龍捉鬼怪」「右白虎呑鬼精」の「青龍」と「白
虎」のように，対となっているもの等がある。示される

神將名に関して，巻224-229に「 元真」「丁文冨」が複数回
出現しており，この巻の特徴となっていると考えられ
る。

4.3.3　複数の要素の組み合わせのパーツ

複数の要素から構成されるパーツは第２章で述べたよ
うに複数の文字により構成されるパーツ，複数の図像に
より構成されるパーツ，複数の文字と図像により構成さ
れるパーツの３つに大きく分類される。分類作業の結
果，複数の文字により構成されるパーツには295件，複
数の図像により構成されるパーツには13件，複数の文字
と図像により構成されるパーツには321件のデータが分
類された。この内出現回数順に上位５つのパーツを表4-4
に挙げる。この表から分かるように，出現回数の多い
パーツは比較的少ない。そのため，それぞれの分類の中
で出現回数の多いパーツについて分析を行うと共に，分
類の特徴について述べる。また，複数の図像により構成
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されるパーツについては複数回出現するものがほとんど
ないため，今回は分析の対象としない。
①pm020132の意味と分類の特徴
複数の文字と図像により構成されるパーツには，１つ

の文字と１つの図像が組み合わさったパーツの他，「雷
令」のような文字列に図像が組み合わさったパーツ等が
存在している。この分類では，１つの漢字に１つの図像
が組み合わさったパーツが最も多いものとなっており，
それらのパーツの場合，使用されている漢字に意味が深
く関連していると考えられるものが多い。例えば，「田」
に「×」が重なったパーツに付与された説明文が「開天門
閉地 留人門塞鬼路穿鬼心破鬼肚横金梁竪玉柱」であ
り，もとの「田」のみを使用したパーツの意味と重なるこ
となどの例に，このことが示されている。
次にこの分類で最も多く出現しているpm020132の

パーツについて説明する。このパーツは，「 」と図像の
組み合わせにより構成されているパーツとなっている。
このパーツは，出現する巻が偏ることなく出現してい
る。次にこのパーツが持つ意味については，付与された
説明文には、「吾奉昊天玉皇上帝 」のように「神（明）＋
」の意味を持つものが多い。これは，もとの「 」のみ
を使用したパーツの意味と類似していると考えられる。
②pc020107の意味と分類の特徴

複数の文字により構成されるパーツには，「 燮」や
「張 」など神將等の名称の文字列，「 令」「収鬼」などの
行動等を指し示す文字列，「火火火」「田田田」などの同じ
文字を繰り返している文字列等がある。そのためパーツ
に使用されている文字列で，神將等の名称の文字列は，
その巻に記されている呪術の宗派の分析に役立つと考え
られる。「辛漢臣」の文字列により構成されるパーツが巻
154に複数回出現，あるいは「馬勝」の文字により構成さ
れるパーツが巻223-231のみに出現，また「公明（趙公明）」

表4-4　複数の要素による出現回数 の文字により構成されるパーツが巻232-236に出現する
ことから，巻154では辛漢臣が，巻223-231では馬勝が，
巻232-236では趙公明が，重要な神將であると考えるこ
とができる。
次にこの分類で出現回数の多いpc020107について述べ

る。 このパーツは「三台」という文字列によって構成され
ているパーツである。このパーツは巻161-162に多く出
現している。このパーツの持つ意味については，付与さ
れた説明文で頻出するものは，「上台一 却不祥中台
二白護身鎮宅下台三青治病除精」であり，パーツで使用
されている文字列と同じく三台を意味していることが分
かる。またその他の説明文も「三台星君」など，三台を意
味しているものであり，このパーツの意味も文字によっ
て代表されている。

4.4 関連するパーツの分析

4.4.1　意味の面から見たパーツの関連性

ここでは，パーツに付与された意味の面からの関連に
ついて述べる。異なるパーツに付与された意味の関連と
して，図4-5に「三台・三清・三元」を意味するパーツの一
部を示している。この図ではパーツ画像の下に，パーツ
コードとパーツの持つ意味をまとめたものを記述してい
る。「三台・三清・三元」を意味するパーツで図像により
構成されるパーツは，三本の線あるいは点により構成さ
れるパーツが多く，このことから，パーツの構成が意味
と深い関連にあることが窺える。また，文字により構成
されているパーツとしては「三」「山」「魁」等がある。ま
た，複数の文字により構成されるパーツで「上元」「中元」
「下元」の文字を使用したパーツや，「三台」の文字を使用
したパーツがあり，これらも「三台・三清・三元」を意味
するパーツとなっている。
この図にあるように形に関連の無いものであっても，

同じ意味を付与されているものがあり，これらについて
はパーツの関連性を示すデータを付与することで，関連
する意味を持つパーツの検索を可能とした。
　

図4-5　意味の面から見たパーツの関連
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4.4.2　形の面から見たパーツの関連性

次に形の面から見たパーツ間の関連性について述べ
る。
形の面でのパーツ間の関連としてはまず，漢字が分解

されたパーツと元の漢字との間の関連がある。また，複
数の要素から構成されるパーツで，「田」の１文字と１つ
の図像により構成されるパーツも，元の漢字のパーツと
の間に関連があると考えられる。図4-6に「田」の字を使用
したパーツを示している。この図ではパーツ画像の下に
パーツコードとパーツの持つ意味をまとめたものを記述
している。但し，「本身符」として囲んである部分のパー
ツについては，この「本身符」でのパーツの意味を記載し
ている。これは，漢字が分解されたパーツでは元の漢字
の意味に依存する所が大きいためと，同じ符の中で「田」
という漢字に付与された意味が，どのように分解された
かを示すためである。
この図から分かるように「田」の字のパーツの部分から

構成されるパーツは，元の漢字である「田」と意味の関連
性が強いと言える。また，「田」の形をしたパーツで「鬼」
の部分となっているパーツを左下に示している。これは
形としては「田」と同じだが，他のパーツと組み合わさる
ことで，聚形符では「鬼」の字を示しているものである。
このパーツの意味は「田」の字を使用したパーツ，また
「鬼」の字を使用したパーツの両方と共通する部分がある
と言える。ここで述べたような形での関連があるものに
ついても，そのような情報を付与することで，関連する
形を持つパーツの検索を可能としている。

５．考察

以上で述べてきたように，本研究で『道法會元』に含ま
れる散形符全ての入力と，パーツコードの分類を行った
ことで，今まで考案されてきた分析方法を，『道法會元』
全体を研究するためのツールとして活用することが可能
となったと考えられる。また，全てのパーツデータの説
明文の入力が行われたことで，説明文に使用される文字
列の分析など，計量的な分析を行うことも可能となった
と考えられる。
また本研究では，パーツの分類について，八十田の

行ったパーツコードの付与を見直し，新たにパーツの構
成要素の数と構成要素の種類により分類を行った。この
分類により，八十田のパーツコードの付与の問題として
挙げた，類似した形のパーツに離れたパーツコードが付
与されている問題，同じ漢字を使用したパーツに別の
パーツコードが付与されている問題などは解決できたと
考える。しかし，このパーツの分類方法が適切であった
かどうかは，この分類を使用した分析を行っていくこと
で今後検証していく必要があると考える。
次に，第４章で述べたように頻出するパーツについ

て，その意味づけ・位置づけとの関連を考慮に入れなが
ら、その分布の特徴・傾向について考察してきた。これ
らの考察の結果として，パーツに付与された意味や位置
には，ある程度巻による偏りがあることがわかった。例
えば，「 」字を使用したパーツでは，「 」を発する神と
して，「玄天上帝」は巻130と巻154のみに出現，「神霄真
王」は巻193から巻236のみに，「 都大帝」が巻262から巻
264のみに出現している。このことから，「玄天上帝」，
「神霄真王」「 都大帝」はそれぞれその出現する巻に特徴
的な神であると考えることが出来る。この「 都大帝」に
ついては，二階堂が特に巻200以降において，天心・地
祇・ 都などの諸派の方術が収録されているとしている
が［9］，この「 都大帝」は巻262から264にのみ出現して
おり，また「 都」を説明文に含むパーツは25種類ある
が，巻115・巻162・巻163・巻226にそれぞれ１回ずつ出
現するのを除けば，巻260から巻264に出現しており，こ
の「 都」に関する呪術系統は巻262から264に中心的に存
在しているのではないかと考えられる。このようにパー
ツの意味については『道法會元』の呪術の宗派とのかかわ
りが深いと考えられ，今後も研究が必要であると言え
る。
また，使用されているパーツの種類等についても巻に

よる偏りがみられることから，これらについても呪術の

図4-6　形の面から見たパーツの関連
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宗派の分析を行う際に活用できると考えられる。第4章
で述べたように，松本の呪術の分類に従って，それぞれ
のパーツ分類の出現分布を調べると，分類ごとに使用さ
れるパーツの種類に偏りがあることが分かる。また個々
のパーツについていえば，図5-1に例を示した7つの円と
線とで構成されるパーツは，巻100以降にのみ出現する
ことが分かる。このような出現する巻に偏りのあるパー
ツの分布についても，呪術の宗派の分析に役立つと考え
られる。

また，本研究で行ったパーツ分類の結果については，
今後パーツ分析システムへの反映を行っていく必要があ
ると考える。先行研究で作成されたパーツ共起関係分析
等にこのパーツ分類の結果を反映させ，『道法會元』自体
の研究として分析を行っていく必要があると言える。
また，パーツ間の関連については第３章と第４章で述

べたように，意味の面から見たパーツの関連性と形の面
から見たパーツの関連性の分析を行い，その結果をパー
ツ関連性検索として検索を行うシステムの作成を行っ
た。これにより，八十田らや馮の行ってきた共起関係の
分析とは異なる関連性の検索が可能となったと言える。

６．おわりに

以上で述べたように，本研究では散形符に含まれる
パーツの分類と頻出するパーツについてその意味の整理
を行ってきた。
本研究で判明した意味の関連のあるパーツについては

パーツ関連性検索として，意味の関連を検索するシステ
ムの作成を行った。本研究で作成したパーツ分類の結果
及びパーツの意味の整理については，今後パーツの意味
分析や現在馮が行っている符の分析に活用していくこと
ができると考えられる。

図5-1　sf010702の例
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